
●
は
じ
め
に

国
際
物
流
を
創
出
し
て
い
る
の
は
、
基
本
的
に

物
品
の
貿
易
（
以
下
、
貿
易
）
で
あ
る
。
本
稿
は
、

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
域
内
貿
易
の
発
展
と
現
状
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
物

流
の
現
状
と
課
題
を
論
じ
る
た
め
の
前
提
と
な
る

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
東
ア
ジ
ア
の
主
要
国
・
地
域
お
よ
び
主

要
貿
易
品
目
を
と
り
あ
げ
、
主
要
国
・
地
域
間
の

貿
易
を
分
析
す
る
と
と
も
に
発
展
の
要
因
を
探
るる

こ
と
に
す
る
。
る
。

●
東
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
を
牽
引
し
た
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国

東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
は
、
一
九
八
五
年
の
一

二
三
八
億
ド
ル
か
ら
二
○
○
五
年
に
は
一
兆
四
二

八
八
億
ド
ル
に
一
一
・
五
倍
に
拡
大
し
、
世
界
貿

易
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
六
・
七
％
か
ら
一
三
・
七

％
に
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
世
界
貿
易
の
拡
大
の
倍
の

ペ
ー
ス
で
東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
は
拡
大
し
た
こ

と
に
な
る
。
域
内
貿
易
比
率
は
一
九
八
五
年
の
三

四
・
七
％
か
ら
二
○
○
五
年
に
は
五
二
・
○
％
に

上
昇
し
て
い
る
。
域
内
貿
易
は
ど
の
国
が
牽
引
し

た
の
か
、
東
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
を
主
要
国
・
地
域

間
の
貿
易
額
の
変
化
に
着
目
し
て
推
移
を
み
て
み

よ
う
。

日
本
は
一
九
六
○
年
代
以
降
、
東
ア
ジ
ア
各
国

へ
の
機
械
設
備
、
素
材
、
部
品
な
ど
資
本
財
と
中

間
財
の
供
給
国
と
し
て
、
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
各
国

か
ら
資
源
だ
け
で
な
く
工
業
製
品
を
輸
入
す
る
市

場
と
し
て
、
各
国
の
経
済
発
展
を
支
え
て
き
た
。

日
本
を
の
ぞ
く
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
が
経
済
発
展
を

加
速
し
た
の
は
、
円
安
か
ら
円
高
へ
の
為
替
レ
ー

ト
調
整
の
起
点
と
な
っ
た
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ

合
意
以
降
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
、
一
九
九
五
年
、

二
○
○
五
年
の
東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
の
変
化
を

貿
易
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
よ
り
概
観
し
よ
う
。

一
九
八
五
年
は
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
貿
易

お
よ
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
内
貿
易
が
東
ア
ジ
ア
域

内
貿
易
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
（
表
１
）。
最
も

大
き
な
流
れ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
日
本
へ
の
輸
出

で
域
内
輸
出
の
一
四
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
内
貿
易
が
一
一
・
三
％
を

占
め
、
日
本
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
輸
出
が
九
・

三
％
を
占
め
て
い
る
。
日
中
貿
易
は
往
復
額
で
七

・
四
％
を
占
め
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
往
復
貿

易
額
の
一
一
・
八
％
に
比
べ
る
と
ま
だ
小
さ
い
。

一
九
九
五
年
に
な
る
と
、
日
本
の
シ
ェ
ア
が
低

下
し
、
中
国
、
香
港
、
韓
国
、
台
湾
の
シ
ェ
ア
が

上
昇
し
て
い
る
（
表
２
）。
シ
ェ
ア
は
一
九
八
五

年
の
輸
出
三
四
・
○
％
、
輸
入
二
六
・
六
％
か
ら

一
九
九
五
年
に
は
輸
出
二
八
・
八
％
、
輸
入
一
七

・
八
％
に
低
下
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
シ
ェ
ア
は

輸
入
で
増
加
、
輸
出
で
減
少
し
て
い
る
。
域
内
貿

易
で
最
も
シ
ェ
ア
が
高
い
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
貿
易
で
一
二
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
貿
易
の
シ
ェ
ア
は
依
然
と
し
て
大

き
く
、
日
本
の
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
輸
出
が
一
二
・
○

％
、
輸
入
が
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
輸
出
志
向
型
の
製

造
業
投
資
が
急
増
し
た
の
は
一
九
八
七
年
以
降
で

あ
り
、
日
本
か
ら
の
部
品
と
材
料
（
部
材
）
輸
出

が
増
加
し
た
こ
と
が
貿
易
額
の
急
増
の
要
因
で
あ

る
。
中
国
と
香
港
間
の
貿
易
は
一
九
八
五
年
か
ら

一
九
九
五
年
の
時
期
に
急
増
し
て
い
る
。
一
九
七

八
年
の
改
革
・
開
放
以
降
、
香
港
か
ら
華
南
地
域

へ
の
企
業
進
出
が
急
増
し
、
香
港
を
中
継
し
た
部

材
の
中
国
へ
の
輸
入
、
製
品
の
中
国
か
ら
の
輸
出

が
増
加
し
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

二
○
○
五
年
に
な
る
と
中
国
が
急
浮
上
し
、
日

本
が
さ
ら
に
後
退
し
て
い
る
（
表
３
）。
中
国
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
が
牽
引
す
る
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
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シ
ェ
ア
は
、
輸
出
で
は
二
二
・
三
％
、
輸
入
は
二

三
％
、
輸
入
は
二

％
、
輸
入
は
二

七
・
三
％
と
な
り
、
輸
出
入
と
も
日
本
を
超
え
て

い
る
。
な
お
、
中
国
は
世
界
貿
易
に
お
け
る
シ
ェ

ア
は
輸
出
入
と
も
日
本
を
超
え
、
世
界
三
位
の
貿

易
国
と
な
っ
て
い
る
。
香
港
の
中
継
貿
易
港
と
し

て
の
役
割
は
低
下
し
て
い
る
が
、
香
港
の
対
中
輸

出
は
域
内
輸
出
の
九
・
一
％
、
輸
入
は
同
じ
く
八

・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
最
大
で
あ
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
貿
易
の
一
一
・
九
％
に
次
い
で

お
り
、
重
要
性
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
域
内
輸
出
の
二
七
・
七
％
、

域
内
輸
入
の
二
六
・
三
％
を
占
め
て
お
り
、
域
内

貿
易
に
お
い
て
は
重
要
な
位
置
を
引
き
続
き
占
め

て
い
る
。
従
来
、
東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
を
主
導

し
て
き
た
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
貿
易
は
、
輸
出

が
五
・
三
％
、
輸
入
が
五
・
一
％
と
一
九
八
五
年

に
比
べ
る
と
輸
出
の
シ
ェ
ア
は
半
分
、
輸
入
の
シ

ェ
ア
は
三
分
の
一
に
縮
小
し
て
い
る
。
一
方
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
の
貿
易
は
急
拡
大
し
て
お
り
、

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
貿
易
を
急
追
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
主
要
国
・
地
域
の
一
九
八
五
年
か
ら
二

○
○
五
年
の
域
内
貿
易
の
拡
大
に
対
す
る
寄
与
率

を
み
る
と
、
輸
出
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
二
七
・
四

％
と
最
大
で
二
三
・
一
％
の
中
国
が
そ
れ
に
続
き
、

輸
入
で
は
二
八
・
二
％
の
中
国
が
最
大
で
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
が
二
六
・
三
％
と
僅
差
で
続
い
て
い
る
。
日

本
は
、
輸
出
が
一
八
・
一
％
で
比
較
的
大
き
い
も

の
の
、
輸
入
は
一
三
・
五
％
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中

国
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
ア
ジ

ア
域
内
貿
易
は
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
牽
引
し
て

お
り
、
中
国
の
台
頭
の
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
重
要
性
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

●
主
要
製
品
の
東
ア
ジ
ア
域
内
貿
易

本
節
で
は
、
輸
送
機
械
と
Ｉ
Ｔ
機
器
を
と
り
あ

げ
、
主
要
製
造
業
品
目
別
に
東
ア
ジ
ア
域
内
諸
国

間
の
貿
易
の
現
状
を
概
観
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で

す
る
。
紙
幅
の
都
合
で

る
。
紙
幅
の
都
合
で

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
の
他
の
主
要
製
品
は

参
考
文
献
①
を
参
照
願
い
た
い
。

①
輸
送
機
器

・
自
動
車

自
動
車
は
、
日
本
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
輸
出
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
貿
易
、
韓
国
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

へ
の
輸
出
が
大
き
い
。
日
本
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ

の
輸
出
は
域
内
輸
出
の
五
三
・
七
％
を
占
め
て
い

る
。
日
韓
と
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で
は
自
動
車
を

生
産
し
て
い
な
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
最
大
の
輸
出

先
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
内
貿
易
は
、

タ
イ
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
輸

出
が
大
き
い
。
中
国
は
輸
出
国
と
し
て
の
比
重
は

ま
だ
小
さ
い
が
、
今
後
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
向
け
が
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
動
車
の
域
内
輸
出
は
対対

世
界
輸
出
の
九
・
○
％
と
小
さ
い
。
そ
の
要
因
は

輸
出
の
九
・
○
％
と
小
さ
い
。
そ
の
要
因
は

の
九
・
○
％
と
小
さ
い
。
そ
の
要
因
は

各
国
で
輸
入
代
替
型
産
業
と
し
て
育
成
さ
れ
、
貿

易
障
壁
が
維
持
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た

主
要
市
場
が
米
国
、
欧
州
な
ど
域
外
だ
っ
た
た
め

で
あ
る
。

・
自
動
車
部
品

自
動
車
部
品
は
、
日
本
と
韓
国
か
ら
の
対
中
輸

出
が
大
き
い
。
最
大
の
流
れ
は
域
内
輸
出
の
一
八

・
九
％
を
占
め
る
日
本
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
輸

輸出国→輸入国 日本 中国 香港 韓国 台湾 ASEAN 東アジア
日本
中国
香港
韓国
台湾
ASEAN

 4.9
  1.0
  3.6
  2.7
14.4

10.0

  6.3

  0.7

  5.2
  5.7

  1.2
  2.0
  2.0

5.8

0.4

0.2
1.7

3.9

0.2
0.1

1.1

  9.3
  2.2
  1.6
  1.3
  1.4
11.3

  34.0
  12.8
    9.5
    6.2
    6.3
  31.2

東アジア 26.6 17.0 16.1 8.1 5.3 27.1 100.0

表 1　1985 年の東アジア域内貿易（シェア）� （単位：％）

（出所）日本貿易振興機構国際経済研究課作成の世界貿易マトリックスにより作成。

輸出国→輸入国 日本 中国 香港 韓国 台湾 ASEAN 東アジア
日本
中国
香港
韓国
台湾
ASEAN

 4.4
  1.6
  2.6
  2.0
  7.2

  3.4

  8.9
  1.4
  0.1
  1.3

  4.4
  5.6

  1.6
  4.0
  3.0

4.8
1.0
0.4

0.4
1.6

4.2
0.4
0.3
0.6

1.5

12.0
  1.6
  1.9
  2.9
  2.3
12.6

  28.8
  13.0
  13.1
    9.1
    8.8
  27.2

東アジア 17.8 15.1 18.6 8.2 7.0 33.3 100.0

表 2　1995 年の東アジア域内貿易（シェア）� （単位：％）

（出所）表１と同じ。

輸出国→輸入国 日本 中国 香港 韓国 台湾 ASEAN 東アジア
日本
中国
香港
韓国
台湾
ASEAN

 5.9
  1.1
  1.6
  1.0
  5.1

  5.6

  9.1
  4.9
  2.9
  4.8

  2.5
  8.7

  0.8
  2.1
  2.9

3.3
2.5
0.4

0.4
1.7

2.9
1.3
0.1
0.8

1.3

  5.3
  3.9
  1.2
  2.0
  2.0
11.9

  19.6
  22.3
  11.9
  10.1
    8.4
  27.7

東アジア 14.7 27.3 17.0 8.3 6.4 26.3 100.0

表 3　2005 年の東アジア域内貿易 ( シェア )　� （単位：％）

（出所）表１と同じ。
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出
で
あ
る
一
方
、
日
本
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
は
一

六
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。
中
国
の
輸
入
額
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
輸
入
規
模
に
近
づ
い
て
お
り
、
日
韓

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
中
国
で
現
地
生
産
を
行
う

で
現
地
生
産
を
行
う

現
地
生
産
を
行
う

た
め
の
部
品
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
。
日
本
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
輸
出
で
は
タ
イ
が
五
割
を
占
め
て

お
り
、
タ
イ
が
東
南
ア
ジ
ア
の
自
動
車
生
産
輸
出

基
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
貿
易
で
は
、
タ
イ
が
最
大
の
輸
出

国
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
最
大
の
輸
入
国
と
な

っ
て
い
る
。
韓
国
は
日
本
と
は
対
照
的
に
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
部
品
輸
出
は
小
さ
い
。
自
動
車
と
異

な
り
、
自
動
車
部
品
で
は
中
国
は
輸
出
国
と
し
て

頭
角
を
現
し
て
お
り
日
本
向
け
が
大
き
い
。

②
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器

Ｈ
Ｓ
分
類
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周
辺
機
器

は
一
般
機
械
（
Ｈ
Ｓ
八
四
）、
電
子
部
品
な
ど
は

電
気
機
械
（
Ｈ
Ｓ
八
五
）
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
電
気
機
械
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周
辺
機

器
お
よ
び
同
部
品
を
加
え
て
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
と
し

て
ま
と
め
た
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周
辺
機
器

Ｉ
Ｔ
機
器
は
、
中
国
と
香
港
間
の
貿
易
が
極
め

て
大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
周
辺
機
器
で
は
、
中
国
の
対
香
港
輸
出
が
域
内

輸
出
の
二
五
・
○
％
を
占
め
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
部
品
で
は
中
国
の
香
港
か
ら
の
輸
入
が
二
一

・
四
％
を
占
め
、
最
大
の
取
引
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
Ｉ
Ｔ
機
器
の
世
界
的
集
積
地
で
あ
る
中
国

華
南
地
域
に
香
港
経
由
で
部
品
が
輸
出
さ
れ
、
製

品
が
世
界
に
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

部
品
を
無
税
で
輸
入
し
、
製
品
を
全
量
輸
出
す
る

委
託
加
工
貿
易
の
場
合
、
製
品
（
部
品
を
含
む
）

は
中
国
国
内
に
販
売
で
き
な
い
た
め
、
香
港
を
通

し
て
中
国
に
再
輸
出
し
中
国
内
の
企
業
に
部
品
な

ど
を
販
売
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
書
類
上

で
は
香
港
に
輸
出
し
再
度
輸
入
す
る
が
、
製
品
は

中
国
国
内
で
保
税
の
ま
ま
、
主
に
華
南
の
工
場
間

で
直
接
取
引
さ
れ
る
転
廠
と
呼
ば
れ
る
形
態
が
あ

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周
辺
機
器
で
は
、
中
国
か

ら
日
本
へ
の
輸
出
も
大
き
い
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
タ
イ
な
ど
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
中
国
を
は
じ

め
、
域
内
の
各
国
に
か
な
り
の
規
模
で
輸
出
が
行

わ
れ
て
い
る
。
日
本
お
よ
び
台
湾
か
ら
の
輸
出
額

は
小
さ
く
、
生
産
拠
点
が
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ

移
管
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
品

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
品
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
最

大
の
輸
出
国
・
地
域
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内

貿
易
が
東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
の
一
六
・
○
％
を

占
め
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
タ

イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
タ
イ
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
輸
出
が

一
○
億
ド
ル
を
超
え
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内

貿
易
に
占
め
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
再
輸
出
額

は
二
一
・
九
％
で
あ
る
。
中
国
は
輸
出
で
は
第
三

位
、
輸
入
で
は
最
大
で
あ
る
一
方
、
香
港
か
ら
の

再
輸
出
が
六
二
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。
日
本
お

よ
び
台
湾
か
ら
の
輸
出
は
、
製
品
に
比
べ
大
き
く
、

台
湾
は
香
港
向
け
を
合
計
す
る
と
二
○
億
ド
ル
を

超
え
る
。

・
通
信
機
器
と
映
像
機
器
類

通
信
機
器
（
携
帯
電
話
な
ど
）
は
中
国
が
域
内

輸
出
の
四
三
・
八
％
を
占
め
て
最
大
の
輸
出
国
と

な
っ
て
お
り
、
日
本
の
輸
出
は
東
ア
ジ
ア
で
最
も

小
さ
い
。
中
国
の
最
大
の
輸
出
先
は
香
港
で
あ
り
、

大
半
は
再
輸
出
と
思
わ
れ
る
。
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
向
け
も
大
き
く
、
日
本
へ
の
輸
出
も
一
○
億
ド

ル
を
超
え
て
い
る
。

テ
レ
ビ
な
ど
映
像
機
器
も
、
中
国
が
域
内
輸
出

の
四
三
・
三
％
を
占
め
、
最
大
の
輸
出
国
で
あ
る
。

最
大
の
流
れ
は
中
国
か
ら
香
港
で
あ
り
、
域
内
貿

易
の
二
三
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。
香
港
を
除
く

と
最
大
の
輸
入
先
は
日
本
で
あ
り
、
中
国
か
ら
の

輸
入
が
最
も
大
き
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
マ
レ
ー

シ
ア
が
最
大
の
輸
出
国
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

対
日
輸
出
の
五
六
・
三
％
、
域
内
輸
出
の
四
七
・

三
％
を
占
め
て
い
る
。

・
電
子
部
品
類

電
子
部
品
類
は
中
国
と
香
港
間
の
貿
易
の
比
重

が
大
き
い
。
た
だ
し
、
半
導
体
な
ど
電
子
部
品
類

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
最
大
の
輸
出
国
・
地
域
で
あ
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
内
貿
易
が
一
二
・
四
％
を
占
め

る
。
中
国
お
よ
び
香
港
向
け
も
大
き
く
、
香
港
向

け
は
中
国
に
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
が
最
大
の
流
れ
で

あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
三
大
輸
出
国
で
あ
り
、

域
内
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
間
の
取

引
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。
日
本
か
ら
は
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
は
じ
め
各
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
と
韓
国
の
輸
出
額
は
中
国
よ
り
大
き
く
、
台
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湾
の
中
国
向
け
輸
出
額
と
香
港
向
け
輸
出
額
を
合

計
す
る
と
一
四
億
ド
ル
と
な
り
、
日
本
の
中
国
、

香
港
向
け
輸
出
を
超
え
て
い
る
。

●
東
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
の
特
徴

域
内
で
最
も
取
引
額
が
大
き
な
品
目
は
Ｉ
Ｔ
関

連
機
器
で
域
内
輸
出
の
三
七
・
二
％
を
占
め
て
い

る
。
電
子
部
品
が
域
内
輸
出
の
一
四
・
三
％
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周
辺
機
器
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
品

を
合
計
す
る
と
一
一
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
続

い
て
、
化
学
品
が
一
一
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

鉱
物
性
燃
料
と
鉄
鋼
が
五
％
前
後
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
六
品
目
で
域
内
輸
出
の
六
○
％
を
占
め
て

い
る
。

世
界
輸
出
に
占
め
る
東
ア
ジ
ア
域
内
輸
出
額
の

比
率
（
域
内
輸
出
比
率
）
を
み
る
と
、
五
○
％
を

超
え
る
の
は
、
鉱
物
性
燃
料
、
食
品
、
鉄
鋼
、
化

学
品
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
周
辺
機
器
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
部
品
、
電
子
部
品
、
Ｉ
Ｔ
機
器
、
合
成
繊
維

・
織
物
で
あ
る
。
と
く
に
、
電
子
部
品
は
八
○
・

六
％
で
あ
り
、
極
め
て
高
い
。
一
方
、
自
動
車
は

九
・
一
％
、
二
輪
車
は
九
・
四
％
と
非
常
に
低
い
。

自
動
車
と
二
輪
車
は
日
本
を
除
く
と
貿
易
障
壁
が

依
然
と
し
て
高
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
は
関
税

障
壁
は
低
く
な
っ
た
と
は
い
え
非
関
税
障
壁
が
残

っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
は
事
実
上
の

市
場
統
合
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
を
中
心
に
進
ん
で
い
る
一
方
、
輸

送
機
器
で
は
遅
れ
て
い
る
。

域
内
輸
出
比
率
は
部
品
・
素
材
で
高
く
、
製
品

で
は
低
い
。
輸
送
機
器
で
も
自
動
車
部
品
は
三
四

・
九
％
と
自
動
車
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
高
い
。

Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
を
部
品
と
最
終
財
に
分
け
る
と
、

部
品
は
七
一
・
二
％
、
最
終
財
は
三
六
・
○
％
と

ほ
ぼ
倍
の
差
が
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
域
内
で
は
素
材

・
部
品
の
貿
易
が
大
き
く
、
製
品
の
市
場
は
欧
米

な
ど
東
ア
ジ
ア
域
外
の
比
重
が
高
い
と
い
う
構
造

が
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

中
国
は
二
○
○
三
年
に
日
本
を
抜
き
世
界
三
位

の
輸
入
国
と
な
り
、
二
○
○
四
年
に
は
世
界
三
位

の
輸
出
国
と
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
で

も
中
国
の
シ
ェ
ア
は
輸
出
入
と
も
日
本
を
超
え
、

東
ア
ジ
ア
で
の
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
東
ア
ジ
ア
域
内
貿
易

に
お
け
る
重
要
性
は
減
少
し
て
い
な
い
。
域
内
貿

易
拡
大
へ
の
貢
献
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
は

ほ
ぼ
等
し
い
の
で
あ
る
。
域
内
貿
易
を
牽
引
し
、

シ
ェ
ア
も
最
も
大
き
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
東
ア
ジ
ア

の
地
域
統
合
を
主
導
す
る
の
は
自
然
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
比
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

部
品
の
域
内
貿
易
比
率
は
高
い
が
、
最
終
製
品
の

域
内
貿
易
比
率
は
低
い
。
最
終
製
品
の
域
内
貿
易

比
率
が
低
い
の
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
続
い
て
中
国
に
輸
出
志
向
型
の
外

国
直
接
投
資
が
大
量
に
流
入
し
た
こ
と
、
裾
野
産

業
の
発
達
の
遅
れ
か
ら
加
工
貿
易
が
発
展
し
た
こ

と
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
い
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

生
産
拠
点
を
移
管
し
米
国
に
輸
出
す
る
迂
回
輸
出

が
増
加
し
た
こ
と
、
な
ど
の
構
造
的
な
要
因
の
た

め
で
あ
る
。
所
得
水
準
の
上
昇
に
よ
り
、
域
内
で

の
最
終
製
品
需
要
は
増
加
す
る
一
方
、
東
ア
ジ
ア

は
上
記
の
要
因
に
よ
り
世
界
の
生
産
・
輸
出
基
地

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
最
終
製
品
の
域
内
貿
易
比

率
が
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
並
み
に
高
ま
る
こ
と
は

当
面
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

東
ア
ジ
ア
で
域
内
貿
易
比
率
が
極
端
に
低
い
の

は
輸
送
機
器
で
あ
り
、
と
く
に
自
動
車
で
あ
る
。

自
動
車
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
は
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ

り
貿
易
自
由
化
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
が
、
日
本
を

除
く
そ
の
他
諸
国
の
関
税
お
よ
び
非
関
税
障
壁
は

依
然
と
し
て
高
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国

の
自
由
貿
易
協
定
（Free Trade A

greem
ent

＝

Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
は
自
動
車
は
例
外
品
目
（
高
度
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
品
目
）
と
な
っ
て
お
り
、
二
○
一
五
年

ま
で
五
○
％
以
上
の
関
税
率
を
維
持
で
き
る
。
輸

送
機
器
の
域
内
貿
易
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、
自
由

化
水
準
の
高
い
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
実
現
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

（ 

い
し
か
わ　

こ
う
い
ち
／
亜
細
亜
大
学
ア
ジ

ア
研
究
所
教
授
）
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